
◆
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

市
民
参
加
の
ま
ち
づ

く
り
と
い
う
の
は
、
具
体
的

に
ど
う
い
う
形
で
や
っ
て
い

く
の
か
。

市
民
参
画
課
長

条
例
制

定
を
念
頭
に
置
い
た
取
り
組

み
を
考
え
て
い
る
。
例
え
ば

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実

施
等
、
市
民
参
画
の
基
盤
と

な
る
施
策
を
進
め
て
い
く
中

で
、
条
例
制
定
に
向
け
た
市

民
の
協
議
の
場
づ
く
り
を
行

い
た
い
。

◆
広
域
化
行
政

平
成

年
度
か
ら
始

ま
る
税
の
共
同
徴
収
化
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

市
民
部
長

設
立
準
備
会

の
発
足
と
徴
収
支
援
シ
ス
テ

ム
の
開
発
を
行
っ
て
い
く
予

定
で
あ
る
が
、
現
在
調
整
中

で
あ
る
。京

都
府
南
部
の
消
防

の
広
域
化
は
、
現
在
ど
の
段

階
に
あ
る
の
か
。

消
防
長

年
度
中
に
広

域
化
推
進
計
画
を
作
成
し
、

年
度
に
各
市
町
村
の
消
防

本
部
で
運
営
計
画
を
作
成
す

る
手
順
に
な
っ
て
い
る
が
、

京
田
辺
市
が
ど
う
い
う
枠
組

み
に
な
る
の
か
は
決
ま
っ
て

い
な
い
。

副
市
長

年
度
中
に
法

律
に
基
づ
き
、
京
都
府
が
広

域
化
推
進
計
画
を
作
成
す
る

こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、
そ

の
検
討
委
員
会
は
つ
く
ら
れ

て
い
る
が
、
議
論
の
前
に
市

町
村
長
等
の
意
見
を
踏
ま
え
、

下
地
づ
く
り
を
現
在
行
っ
て

い
る
段
階
。

年
度
は
た
た

き
台
の
案
を
提
示
す
る
程
度

で
終
わ
り
、

年
度
に
ず
れ

込
ん
で
意
見
照
会
が
な
さ
れ

る
と
考
え
て
い
る
。

◆
市
立
学
校
等
の
夜
間
警
備

市
内
の
学
校
等
の
夜

間
警
備
は
ど
う
か
。

教
育
部
次
長

現
在
、
幼

稚
園
は
、
機
械
警
備
で
の
対

応
を
、
小
・
中
学
校
は
、
夜

間
の
開
放
等
が
あ
る
た
め
、

宿
直
員
の
配
置
で
警
備
を
実

施
し
て
い
る
。

◆
後
期
高
齢
者
の
健
診
事
業

歳
以
上
の
高
齢
者

に
対
す
る
基
本
健
康
診
査
は

ど
う
な
る
の
か
。

健
康
介
護
課
長

希
望
者

を
募
る
と
い
う
形
で
従
前
ど

お
り
の
健
診
を
実
施
す
る
。

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
制
度

の
創
設

積
極
的
に
創
設
す
る

方
向
で
検
討
す
る
の
か
。

保
健
福
祉
部
次
長

災
害

時
の
要
配
慮
者
支
援
計
画
の

中
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
た

だ
け
る
重
要
な
部
分
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
支
援
計

画
の
検
討
の
中
で
考
え
た
い
。

◆
学
校
給
食
の
民
間
委
託

委
託
の
問
題
に
つ
い

て
議
論
で
き
る
情
報
提
示
は
。

教
育
部
次
長

計
画
の
た

た
き
台
を
作
成
し
、
学
校
と

も
協
議
の
上
、
議
会
に
提
案

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

◆
学
校
給
食
費
の
滞
納
問
題

徴
収
で
き
な
か
っ
た

費
用
は
、
ど
の
よ
う
に
調
整

さ
れ
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長

最
終
的

な
未
納
の
部
分
に
つ
い
て
は
、

徴
収
し
た
給
食
費
の
中
で
結

果
的
に
補
う
こ
と
に
な
る
。

◆
学
校
給
食
調
理
師
の
配
置

正
規
職
員
の
調
理
師

が
配
置
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、

配
置
が
必
要
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

教
育
部
次
長

リ
ー
ダ
ー

的
役
割
を
担
え
る
職
員
を
配

置
す
る
と
い
う
方
針
に
変
わ

り
は
な
い
。

◆
こ
ど
も
の
権
利
条
約

こ
ど
も
の
権
利
条
約

を
も
と
に
し
て
、
こ
ど
も
に

権
利
等
を
学
べ
る
機
会
を
。

こ
ど
も
福
祉
課
長

次
世

代
育
成
支
援
行
動
計
画
の
中

に
、
こ
ど
も
の
人
権
の
項
目

も
あ
る
が
、
実
施
計
画
を
立

て
る
際
、
検
討
し
た
い
。

◆
幼
児
虐
待
の
実
態

本
市
の
幼
児
虐
待
の

報
告
等
実
態
は
ど
う
か
。

こ
ど
も
福
祉
課
長

実
態

の
つ
か
め
な
い
も
の
等
を
含

め
通
報
が

件
あ
る
。

◆
移
動
図
書
館
の
市
北
部
地

域
へ
の
巡
回

巡
回
す
る
よ
う
検
討

し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る

が
、
状
況
は
。

活性化が期待される新田辺駅東商店街

社
会
教
育
課
指
導
主
幹

今
後
、
高
齢
者
対
策
な
り
、

子
育
て
支
援
と
い
う
方
向
も

踏
ま
え
な
が
ら
、
図
書
館
協

議
会
で
検
討
し
た
い
。

◆
民
間
業
者
へ
の
ゴ
ミ
収
集

委
託

１
ト
ン
当
た
り
の
委

託
単
価
は
あ
ま
り
に
も
高
す

ぎ
る
。
入
札
に
切
り
替
え
る

時
期
で
は
な
い
か
。

経
済
環
境
部
長

入
札
で

す
べ
て
の
問
題
が
解
決
す
る

と
も
限
ら
な
い
が
、
当
該
業

者
に
は
業
種
転
廃
（
て
ん
ぱ

い
）
の
指
導
は
し
て
い
く
。

◆
環
境
問
題

地
球
温
暖
化
防
止
計

画
の

年
度
ま
で
の
分
は
公

表
し
な
い
の
か
。

経
済
環
境
部
長

事
務
が

遅
れ
て
い
る
。
機
会
を
設
け

て
公
表
す
る
。

環
境
の
認
証
取
得
は

な
ぜ

な
の
か
。

環
境
課
長

は

の
発
展
型
で
、
５
０
０

６
０
０
人
規
模
の
事
業
所

に
適
し
て
い
る
。
民
間
・
行

政
機
関
合
わ
せ
て
約
２
０
０

０
事
業
所
と
い
う
実
績
も
あ

り
、
取
得
費
用
も
比
較
的
低

額
で
済
む
場
合
が
あ
る
。

◆
田
辺
中
央
４
丁
目
に
お
け

る
葬
儀
場
建
設
計
画

業
者
に
よ
る
２
回
目

の
地
元
説
明
会
に
市
の
担
当

課
が
出
席
し
て
い
な
か
っ
た

が
、
そ
の
理
由
は
。

計
画
検
査
課
長

市
が
出

席
す
る
よ
う
な
段
階
で
の
話

で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
進

入
路
や
進
入
口
な
ど
の
技
術

的
な
面
で
の
話
し
合
い
で
あ

れ
ば
、
出
席
す
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。

◆
原
油
高
対
策

昨
今
の
原
油
高
に
何

か
対
策
は
あ
る
の
か
。
実
態

調
査
を
行
う
べ
き
だ
。

経
済
環
境
部
長

抽
出
し

て
聞
き
取
り
調
査
を
す
る
な

ど
、
商
工
会
と
も
相
談
し
て

実
態
の
把
握
に
努
め
た
い
。

◆
新
名
神
南
側
の
企
業
立
地

地
元
組
合
組
織
へ
の

支
援
は
ど
う
か
。
ま
た
、
税

の
減
免
措
置
や
各
種
優
遇
制

度
を
設
け
る
の
か
。

副
市
長

民
間
主
導
で
の

区
画
整
理
と
な
る
。
組
合
に

は
物
心
両
面
で
の
サ
ポ
ー
ト

は
す
る
。
優
遇
策
は
ま
だ
結

論
を
出
し
て
い
な
い
。
実
情

を
よ
く
見
た
上
で
判
断
す
る

こ
と
と
し
た
い
。

◆
新
田
辺
駅
東
側
商
店
街
の

活
性
化

東
側
を
ど
の
よ
う
に

振
興
し
、
発
展
さ
せ
て
い
く

の
か
。
地
元
の
盛
り
上
が
り

も
も
う
一
つ
だ
。
何
か
工
夫

は
な
い
の
か
。

経
済
環
境
部
長

地
元
で

議
論
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

一
つ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得

ら
れ
る
よ
う
関
係
者
に
働
き

か
け
を
し
て
い
き
た
い
。
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否決した意見書
道路特定財源の一般財源化と暫定税率廃止を求める意見書

イージス艦事故原因の徹底究明と
再発防止を求める意見書

海上自衛隊イージス艦が小型漁船と衝突して沈没させてから

１ケ月が過ぎた。一日も早い行方不明者の捜索救助に万全を期

すこと、並びに事故原因の徹底究明を求めるものである。

今回の事故は、海上自衛隊の規則からみても明らかに逸脱し

た事が最大の事故原因である。

よって、国は、行方不明の親子の捜索救助、事故原因の徹底

究明、防衛省の責任明確化、地元漁協への補償、及び再発防止、

安全対策を講じることを強く要望する。

米兵によるあらゆる事件・事故に抗議する意見書
またもや沖縄県において、在日沖縄米海兵隊員による女子中

学生拉致暴行事件が発生した。その後、米側が綱紀粛正を表明

したにもかかわらず、海兵隊員の女性宅への侵入等が繰り返さ

れた。この米兵による蛮行は沖縄県民をはじめ米軍基地をかか

える日本国民に強い衝撃と不安を与えている。

米軍の再発防止策の弱さと、日米地位協定の運用改善では対

処できない厳しい現実を指摘し、改善を求めるものである。

よって、相次ぐ事件・事故に関し満身の怒りを込めて抗議す

るとともに、再発防止等に向けて下記事項の徹底と実現を強く

要請する。

１、被害者と家族に謝罪及び誠意を持った対応を行なうこと。

２、一層の綱紀粛正を図り、再発防止に向けて、実効性ある施

策を講じること。

３、日米地位協定の抜本的な見直しを図ること。

４、米軍基地の一層の整理縮小を図ること。

メディカルコントロール体制の充実を求める意見書
救急医および救急救命士等においては、一刻を争う救命処置

とともに高い専門性がもとめられることから、応急措置の質の

向上を協議するメディカルコントロール（ ）体制の充実等が

求められている。

全国メディカルコントロール協議会連絡会が発足したことか

ら、地域の における課題や先進事例等の意見交換、情報を

フィードバックするシステムの構築等を進め、救急隊による適

切な応急措置、迅速な救急搬送が行われるよう 体制の充実

を図るべきである。

以上のことから、下記の項目について国は早急に実施するよ

う、強く要望する。

１、全国メディカルコントロール協議会連絡会を定期開催し、

地域メディカルコントロール協議会との連携強化を図るこ

と。

２、メディカルコントロール協議会を充実させる為の財政措置

の増大をはかること。

３、オンラインメディカルコントロール体制の構築を推進する

こと。

４、救急救命士の病院実習や再教育の充実・強化を図ること。

５、救急活動の効果実証や症例検討会を実施すること。

後期高齢者医療制度の中止・見直しを求める意見書
本年４月から 歳以上の後期高齢者を対象として実施される

後期高齢者医療制度は、年金により生活の糧を得ている多くの

高齢者に新たな負担を生じさせ、また年金から保険料の強制徴

収、資格証明書の発行、２年ごとの保険料の見直しなど、将来

さらなる負担増が予想され数々の問題を含んでいる。

本制度がこのまま実施されれば、高齢者の暮らしと健康維持

にとって重大な悪影響を及ぼすとともに過酷な負担が生じるこ

とは必至であり、高齢者の生活は一層厳しさを増すことが懸念

される。

よって、政府におかれては、高齢者に大幅な負担増をもたら

し、生存権をも脅かすことになる後期高齢者医療制度は、一旦

中止し、抜本的な見直しを行うことを強く要望する。

年（平成 年） 月 日


